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追加資料：他県の事例 

 他県の移動手段確保のための施策の事例を紹介する。 

種類 事例 特徴 

①路線バス A) 弘前市 弘南バス藍内線 住民が回数券を購入して路線導入 

②コミュニティバス B) 相模原市コミュニティバス 

「せせらぎ号」 

運行継続条件を設定し、２年続けて

条件を満たさない場合は廃止 

C) 豊岡市 市営バス 

「イナカー」 

路線バス休止対応として運行開始

し、路線評価と見直しの仕組みを構

築 

④乗合タクシー D) 宇都宮市 地域内交通 郊外部で地区別に運行形態の異な

る地域内交通を導入 

E) 安中市 乗合タクシー 午前は定時運行、午後はデマンド運

行し、時間帯で運行形態を変更 

⑥共助による移送システム F) 豊岡市 地域主体交通 

「チクタク」 

地域の運営団体により運行し、ボラ

ンティア運転手が地域住民を移送 

 

 

①路線バス 

路線バス Ａ）弘前市（青森県） 弘南バス藍内線 

特徴 住民が回数券を購入して路線導入 

運行形態 定時定路線 

運行事業者 弘南バス㈱ 

背景 旧相馬村の桐ノ木沢・藍内地区内にはバス路線がなく、地区から運行の要望が出

ていたが、採算面から運行できずにいた。 

運行内容 地区内全 57世帯の住民が１世帯当たり 1,000円/月の回数券を購入し、村も補

助金を出すことで既存バス路線を地区内へ延長した。 

ルート・ 

運行便数 

弘前市中心部（バスターミナル・駅前）～相馬～桐ノ沢～藍内 

6便（3往復）/日 

運行時間帯 6：55～19：40 

運賃（大人） 弘前～藍内 760円 

備考 現在、桐ノ木沢・藍内地区の路線バスは廃止し、相馬地区予約型乗合タクシーが

運行 
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②コミュニティバス 

コミュニティバス Ｂ）相模原市コミュニティバス「せせらぎ号」 

特徴 運行継続条件を設定し、２年続けて条件を満たさない場合は廃止 

運行形態 定時定路線 

背景 交通不便地区における高齢者等移動制約者の生活交通を確保するため、平成１

８年１月３０日から実証運行を行い、運行継続条件を満たし、平成２１年１月３０日

から本格運行へ移行した。 

運行内容 運行継続条件として「1便あたりの輸送人員が 10人以上であること」かつ「運賃収

入が車両償却費等を除いた経常費用の 50％以上であること」を設定し、２年続け

て満たさない場合は廃止することとなる。 

相模原市コミュニティバスせせらぎ号運行協議会という、コミュニティバスの導入

条件に基づき、事業を円滑に推進するために地域住民で組織された団体が利用

促進活動を実施している。 

ルート・ 

運行便数 

アリオ橋本～橋本駅南口～相模川自然の村 

23便/日 

運行時間帯 7：35～19：00 

運賃（大人） 180～260円 

車両 36人乗りノンステップバス 

全長約７ｍ、全幅約２ｍ 

 

 

 

 

 

利用者数 95,986 人/年 （Ｈ29年度） 

便あたり乗車人員 全ルート平均 11.4 人/便（Ｈ29年度） 

運行費用 3,328 万円（Ｈ29年度） 

運賃収入 1,711 万円（Ｈ29年度） 
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コミュニティバス Ｃ）豊岡市 市営バス「イナカー」 

特徴 路線バス休止対応として運行開始し、路線評価と見直しの仕組みを構築 

運行形態 定時定路線、一部デマンド運行 

背景 民営路線バスが廃止するにあたり、市民の足を確保するための対応が必要にな

った。 

運行内容 定量的な存続基準を設定し、定期的に路線を評価し、見直しを行う仕組みを構築

した。住民一人一人の当事者意識の向上や無駄な路線存続の防止の役割があ

る。 

路線評価指標として、需要種別（特定の児童生徒の登下校利用のみでない）、最

低需要基準（３往復６便の運行で１人/便以上利用）、市負担額上限額（収支率

20％以上）を設定した。 

 

ルート 全８路線 

一部区間ではでデマンド運行（予約制）としている。 

 

 

運賃（大人） 100～400円 
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④乗合タクシー 

乗合タクシー Ｄ）宇都宮市 地域内交通 

特徴 宇都宮市郊外部で地区別に運行形態の異なる地域内交通を導入 

 

事業の方法 タクシー事業者に委託 

運行形態 地区により異なる。定時定路方式またはデマンド方式（利用者の予約に応じて自宅と

事前に設定した目的施設をドアツードアで結ぶ運行形態） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 地区内に住み、事前登録をした方 

運行エリア 地域内の住宅地や目的施設と、鉄道駅やバス停留所などの地区外との結節点を結ぶ 

運行便数 原則１時間に１便 

運賃（大人） 定時定路方式 150円 デマンド方式 300円/回（片道） 

車両 清原さきがけ号（定時定路方式）：ジャンボタクシー（９人乗り）１台 

みずほの愛のり号（デマンド方式）：ＵＤタクシー１台とセダンタクシー１台 
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乗合タクシー Ｅ）安中市 乗合タクシー 

特徴 午前は定時運行、午後はデマンド運行し、時間帯で運行形態を変更 

事業の方法 タクシー事業者に委託 

運行形態 午前は定時定路線運行、午後はデマンド運行 

対象 事前登録不要、制限なし 

運行エリア 午前：２路線（磯部～中野谷～安中市役所、間仁田～岩野谷線～安中市役所） 

 

午後：岩野谷・板鼻エリア、東横野・磯部エリアの路線上の停留所、路線外目的地 

 

運行便数 午前：磯部・中野谷線 ６便（３往復）、間仁田・岩野谷線 ４便（２往復） 

午後：６便（13：00～18：00の間、１時間１便） 

運賃（大人） 午前：２００円 

午後：２００円、路線外目的地は３００円 
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⑥共助による移送システム 

共助による移

送システム 

Ｆ）豊岡市 地域主体交通「チクタク」 

特徴 地域の運営団体により運行し、ボランティア運転手が地域住民を移送する。 

目的 市営バス「イナカー」廃止地域や交通不便地域等において地域の移動手段を確保す

るため、地域の地域による地域のための公共交通を運行 

運行形態 定時定路線（予約制） 

運行主体 地域の運営団体。 

ボランティア運転手や運行管理者、事務員を地域で確保する。 

利用対象 地域住民（会員登録） 

運行便数 週 3日（地域で決定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

停留所 地区内フリー乗降（地域で決定） 

運賃（大人） 100～200円/回（豊岡市有償旅客運送条例） 

車両 市公用車を無償貸与 

 

 

 

 

 

 

便あたり乗車

人員 

1.7～1.9人/便（Ｈ24.4） 

事業の仕組み 地域の個人・団体が参画、協力し、地域の運行組織が地域住民に運行サービスを提

供し、市に業務の報告と料金の収納を行う。 

運行の仕組み 利用者は事務員に予約し、事務員が運転手を連絡手配する。 

運転手は運行管理者によって点呼・点検が行われる。 

利用者が運転手に支払った運賃は事務員によって市に入金される。 
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高萩市 「山間地域と市街地を結ぶデマンドタクシー」 
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常陸太田市 「高倉地域づくりの会が運行する自家用有償運送」 

 

 

  



10 

 


